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連
合
北
海
道
と
北
海
道

平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

９
月
５
日
、
札
幌
市
か
で

る
２
．
７
に
お
い
て
、
Ｍ

Ｖ
‐
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
普

天
間
基
地
配
備
・
全
国
低

空
飛
行
訓
練
に
反
対
す
る

全
道
集
会
を
開
い
た
。
集

会
で
は
米
軍
監
視
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
を
運
営
す
る
「
リ

ム
ピ
ー
ス
」
頼

和
太
郎

（
ら
い

わ
た
ろ
う
）
編

集
長
が
講
演
、
配
備
理
由

の
矛
盾
等
、
そ
の
問
題
点

な
ど
を
詳
細
に
解
説
し
た
。

在
日
米
軍
再
編
の
一
環

と
し
て
、
米
軍
戦
闘
訓
練

が
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地

で
移
転
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
受
け
て
、
連
合
北
海
道

と
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
９
月
２
日
、
移
転
反
対

全
道
集
会
を
千
歳
市
に
お

い
て
開
催
、
５
０
０
名
が

参
加
し
た
。
主
催
者
挨
拶

で
連
合
北
海
道
・
出
村
事

務
局
長
は
「
様
々
な
報
告

か
ら
、
こ
の
移
転
訓
練
は
、

決
し
て
沖
縄
の
負
担
を
軽

減
す
る
も
の
で
は
な
く
、

在
日
米
軍
の
全
国
へ
の
拡

大
、
分
散
、
そ
し
て
固
定

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
指

摘
、
参
加
者
も
デ
モ
行
進

で
反
対
の
声
を
上
げ
た
。

石
狩
地
本
現
業
公
企
評

議
会
は
、
22
日
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
今

年
度
の
活
性
化
集
会
を
開

催
、
８
単
組
45
名
が
参
加

し
た
。
昨
年
は
「
運
動
」

を
主
眼
に
置
き
い
た
健
康

管
理
に
つ
い
て
学
ん
だ
が
、

今
年
度
は
内
面
か
ら
健
康

を
意
識
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
吉

川
（
き
っ
か
わ
）
雅
子
講

師
か
ら
、
「
健
康
で
は
た

ら
く
た
め
の
ヘ
ル
シ
ー
セ

ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
講
演

を
受
け
た
。
講
演
で
は
、

食
事
に
よ
る
健
康
へ
の
影

響
は
非
常
に
大
い
が
、
現

代
人
は
目
標
と
し
て
１
日

３
５
０
㌘
の
野
菜
を
摂
取

す
る
こ
と
が
な
か
な
か
で

き
て
い
な
い
（
平
均
は
２

７
０
㌘
弱
）
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
ま
た
、
三
大
栄
養

素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る

こ
と
や
ビ
タ
ミ
ン
も
種
類

に
よ
っ
て
取
り
方
に
気
を

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
、

外
食
は
好
ま
れ
る
味
を
出

す
た
め
に
塩
分
、
油
分
、

糖
分
が
多
く
な
っ
て
い
る

が
、
野
菜
を
組
み
合
わ
せ

た
食
べ
方
の
工
夫
で
改
善

で
き
る
こ
と
な
ど
が
解
説

さ
れ
た
。

集
会
終
了
後
は
、
恒
例

と
な
っ
て
い
る
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
、
そ
の
後

の
交
流
会
で
は
講
演
を
意

識
し
野
菜
を
多
め
に
摂
取

す
る
参
加
者
も
多
か
っ
た
。

今
大
会
で
は
、
石

狩
地
本
か
ら
は
経
過

報
告
で
発
言
し
た
建

設
国
保
ユ
ニ
オ
ン
砂

留
代
議
員
は
、
こ
の

間
の
経
過
と
裁
判
闘

争
に
つ
い
て
報
告
を

行
い
、
10
月
４
日
に

は
判
決
が
言
い
渡
さ

れ
る
こ
と
ま
た
、
引

き
続
く
支
援
に
つ
い

て
要
請
を
行
い
、
道

本
部
か
ら
は
大
出
書

記
長
が
「
道
本
部
と

し
て
も
全
面
的
に
支

援
し
て
い
く
。
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

総
括
答
弁
し
た
山

上
執
行
委
員
長
は
、

「
あ
い
は
ら
の
再
選

に
全
力
を
尽
く
す
こ

と
、
確
定
期
に
向
け

て
、
一
丸
と
な
っ
て

闘
う
こ
と
、
脱
原
発

に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ

る
立
場
や
分
野
を
超

え
て
、
真
剣
に
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
」

と
、
全
体
の
議
論
を

締
め
く
く
っ
た
。
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い
し
か
り
ち
ほ
ん

書
記
局
か
ら

気
づ
け
ば
も
う
今

年
度
最
後
の
教
宣
紙

と
な
り
ま
し
た
。
あ

ま
り
進
化
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
読
み
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
、

引
き
続
き
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
（
む
）

自
治
労
北
海
道
本
部
は
９
月
27
日
～
28
日
、
ポ
ー
ル
ス

タ
ー
札
幌
に
て
第
53
回
定
期
大
会
を
開
催
、
今
期
確
定

期
闘
争
を
含
む
当
面
の
闘
争
方
針
な
ど
、
11
の
議
案
を

提
起
、
全
体
で
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

第３分科会でレポート報告を行った大橋座長
（中央）と石狩地本自治研グループメンバー
の有馬さん（右）、榎本事務局次長（左）

㊤
新
た
な
課
題
に
向
け
て
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
決
意
を
固

め
る
石
狩
地
本
代
議
員
団

㊦
裁
判
闘
争
に
つ
い
て
発
言

す
る
建
設
国
保
ユ
ニ
オ
ン
砂

留
代
議
員

野
菜
だ
け
で
は
な
く
、
食
の
重
要

性
に
つ
い
て
解
説
を
受
け
た

石
狩
地
本
自
治
研
グ
ル
ー
プ
検

討
会
議
は
９
月
７
～
８
日
に
網
走

市
で
開
催
さ
れ
た
全
道
自
治
研
集

会
に
参
加
、
今
年
度
の
研
究
レ
ポ
ー

ト
「
少
子
化
対
策
」
を
発
表
し
た
。

集
会
は
計
４
つ
の
分
科
会
が
行

わ
れ
、
石
狩
地
本
は
子
育
て
、
医

療
な
ど
の
分
野
で
構
成
さ
れ
た
第

３
分
科
会
に
て
研
究
レ
ポ
ー
ト
を

発
表
、
助
言
者
か
ら
、
市
民
参
加

な
ど
対
象
を
広
げ
る
と
さ
ら
に
よ

い
の
で
は
、
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

チームワークで研究報告

沖
縄
の
負
担
軽
減
な
し

配
備
の
理
由
、
矛
盾
だ
ら
け

講演する頼編集長

オ
ス
プ
レ
イ

千
歳
か
ら
基
地
に
Ｎ
Ｏ
！


